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審査要旨 
 本論文は、13 世紀から 15 世紀の中国浙東・福建を中心とする沿海地域を対象に、国家と社会の関係を、通史的
に考察した研究である。論文の構成は、序章と全 8 章の本論および終章からなり、以下それらを要約する。 
 序章で本論文の研究史上の位置づけを行った後、１章は南宋の当番海船制度について述べる。これは、軍事利
用のために大量の海船を必要とした南宋初期の政府が、海船と所有者を登録させ、民間船を強制的に徴発する制
度である。創設の契機は、金軍に追われた高宗が明州から海上に逃避した際、十分な海船を調達できず、わずか
な側近と温州に向かわざるを得なかった苦い経験がある。紹興 2 年(1132)、政府は沿海地域の州県に船籍の作成
と登録を命じ、それらを 3 グループに分け 1 年交代で当番の役にあたらせた。こうして甲板幅 1 丈 2 尺以上の海船
が海防任務に動員されるようになった。紹興 31 年、金軍来襲時の采石、膠西の戦いで、水軍が活躍して宋が勝利
したことで、当番海船制度の有効性が証明され、以後、制度の整備・運用が続くことになる。 2 章は、当番海船をも
編入した水軍の将官を検討する。南宋は中国史上初めてと言ってよい規模で沿海地域に水軍を配備したが、その
指揮をとる将官の出自は様々であり、無官あるいは低位の武官が殆どであった。昇進するためには優れた功績が
求められたが、中央政府の高官と人脈をもつ者がいる一方、沿海部在地社会と関係の深い者もおり、かれらには官
と民の仲介者として地域秩序の安定に寄与することが求められていた。沿海地域に満遍なく築かれた水寨とそこに
駐屯する水軍将官を中心とする海防体制が、この時期の沿海地域社会を特色づけることが明らかにされた。1，2 章
は王朝政府の海防の基礎となる制度を初めて本格的に考察した論考であり、雑誌掲載の初出論文はたびたび他
の研究で引用されることになった。 3 章は、浙東・福建の海岸線が大きく切り込む湾澳に置かれた澳長を取り上
げる。湾澳には多くの良港があり、南宋の経済発展のなかで鎮市に成長する場所も出てきた。政府は、統
治の難しかった湾澳に澳長を置き、内陸部の保甲法を念頭に地域秩序の安定を図り、また当番海船制度の
負担の公平化や軽減のために内陸部の義役法に倣った義船法を施行したとする。このように 1～3章は、当
番海船・水軍将官・澳長をキーワードとして南宋政府が沿海地域へ統治を浸透させる過程を提示した部分
であり、本論文の骨格を構成している。 4 章は、南宋第二代孝宗朝に皇帝の実兄や皇子など三人の皇族
が連続して知事となった明州とその属県である昌国県に注目する。海防の中心都市としての明州の整備が
皇族知事の出現となったのであろうと推測し、また北宋時、県に昇格した舟山群島の経済発展が明州地方
学の財政を担うまでになったことを指摘する。 
以上の南宋期を対象とした考察の後、5 章以下は元から明にかけての沿海地域史を各時代固有の課題を設定
することで検討してゆく。 まず 5 章では、明州地方学の財源となった昌国県（舟山群島）の海岸への課税である沙
岸銭が南宋以降、元になっても継続したこと、しかし宋末元初の混乱期に所有者が転々とし学校の所有権をめぐっ
て裁判となったことを述べる。6 章は、元末の浙東沿海地域、とくに海賊として元朝への帰服と離反を繰り返し、最後
は朱元璋に降った方国珍について考察を加える。かれは舟山群島で起こった蘭秀山の乱にかかわった島民を糾
合しつつ、有力な海上勢力として行動し、一時は江南に覇を唱えた張士誠と共同で海運に従事したりした。方国珍
のもとに参集する海船戸たちの動向から、南宋以降の沿海地域社会が海域世界とつながった様子を看取できると
する。明朝は蘭秀山の乱を鎮圧したものの、沿海と海域のつながりに脅威を感じたとし、7 章では、そのような沿海
地域に対し明が海禁策を実施する過程を検討する。最終的には、永楽17年、水軍による倭寇討伐の勝利である望
海堝の戦いによって、宋元の沿海統治策とは異なる海禁策が既定の方針として定着するようになったという。 8 章 
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は、明朝の沿海地域の漁業権の問題を取り上げ、沿海地域の住民の主要な生業である漁業、具体的には魚課を
めぐる浙東と福建の相違を手掛かりに沿海地域の地方差を探る。福建とは異なり、浙東はたびたびの出漁要請にも
かかわらず出海捕魚が禁止され続けた。その理由として、県からの降格や居住の制限など行政的に放棄された舟
山群島の存在があると推測し、そこに明の海禁策によって出現した沿海地域社会の典型的な在り方をみている。 
 近年の我が国のアジア史研究にあって、東アジア海域研究は勢いのある分野の一つである。とくに大型研究プロ
ジェクト「東アジア海域交流と日本の伝統文化の形成」が 2010 年に終了した結果、現在、その成果が陸続と公刊さ
れつつある。それらのなかにあって、本論文は、海域と陸域の境界地帯としての沿海地域を、南宋国家と社会との
関係という観点から考察を行い、この分野での基本的な知識を提供することにより独自の位置を占めると評価でき
る。 
 しかし複数の審査委員から指摘されたように、元、明と続く時代に取り上げられているテーマが、必ずしも一貫して
おらず、史料残存上の問題もあるのだが、やや分散的である。加えて 5 章以降は、分析や行論に不十分なところも
一部にみられた。とはいえ審査委員会は、沿海地域史という中国史の未開拓の分野に挑戦し、一定の成果をもたら
したと判断し、今後の研究の一層の深化を期待して、本論文は博士学位にふさわしいと結論した。 
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